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1950年に作られた高分解能NMRの設計図
（電気通信大学学報第 3号 109頁）
電気通信大学が開校して一年ぐらいで，まだ
誰も見たことのない核磁気共鳴装置を艘作しよ
うという藤原の提案は物狸学の神戸謙次郎など
の理論家の協力を得たが，先ず先立つ予算の点
でつまずいた。学長寺沢は何とか学内予算を使
ってと教授会を開いて丸二日間教授層を説得し
たが，結局賛同は得られなかった。誰も作った
こともない聞いたこともない装闘に金はかけら
れぬというのが第一の理由，そしてまだ30歳の
助教授にどうして大金が任せられるかが教授の
意見だったようである。
教授だけの教授会が若手のためと称して助教
授の意見を反映しないところは今と同じである。
寺沢はやむなく学長決裁で 7万円と自分のポケ
ットから 5万円を出し，藤原は自宅から 5万円
を工面して，これで装置をつくろうと決心する。
昭和25年の公務員初任給が 3,148円，公務員の
給与ベースが 6,307円のころである。
敗戦後の当時には電解鉄がFl本に 1トンしか
なかった。藤原は寺沢の紹介で磁石の大家茅誠
イリノイ大より運んだ高分解能NMR(27 M 
Hz)の磁石（現在電子物性井上研でイオンサ
イクロトロン共嗚に使用中）
司に会い，東芝研究所の和田重暢を紹介されて
モータに使う電解鉄 120K?を融通してもらい，フ
レームに哉断してもらう。一般教育の物理教室
の服部学順は，東工大の出身の山田殷作所を経
営する山田治雄を紹介する。山田が藤原をダッ
トサンの荷台に載せて電解鉄とともに当時貴重
な2.6麟エナメル銅線 220K?を川崎の東芝から
目黒の需気通信大学に運ぶ，山田は紡織科のlI 
身だが物狸が好きで世界でも稀な装l代と聞いて
磁石の殷作に大いに協力する。 220Ki;の間線は
旋盤で巻くが第一回目は通電して電圧を上げ始
めると直ぐショートした。当時のエナメルの絶
縁が悪かったのである。再び和田重暢の厚意で
銅線を融通してもらい15A流せるコイルが出来
上る，磁石に取りつけて崩れないように左右と
も両側に真鍮板と 5事のベークライトで支える。
電流を通したとき真鍮板に渦電流が生じないよう
円板を十文字に切る。磁力線の密度も手的のln
路を組んで測定し IO-4の精度で安定している
ことを確かめる。磁場は 3500ガウスを中心に
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上下 2000ガウスが電流値と比例していた。日本
では結晶を観測する広幅核磁気共鳴は阪大の伊
藤順吉が研究を始めていたが化学の分野に使う
高分解能核磁気共鳴はなかった，そのためには
磁場を百万分の一の精度で徐々に正確に動かさ
ねばならない。磁極の付近に取りつけた別のコ
イルに弱い電流を流すが摺導抵抗では目が荒い，
苦心の末金魚鉢に希硫酸を入れ水の電気分解の
電流を使い，金魚鉢を上下して電極の面積を微
妙に調節して目的を果たした。
電波の電気回路は化学の助手になった無線講
出身の林昭ーが独特の高級技術でインピーダン
スの高精度測定のプリッジを組む。高周波の周
波数は林がレシーバーで電波管刑局の標郡電波
を常にltいて測定紺に修正した。林の協力がな
ければ高分解能核磁気共鳴装置は恐らく非常に
難しかったと思われる。林は今年四月初めに
眠された。この記事のため三月末に電話で話し
合ったのが最後であった。
こうして測定された原子核の磁気能率の種類
は前回述べた水素，弗素，ナトリウム，銅，コ
バルトの他，燐，臭素，イソジウムがそれぞれ
の同位体を区別して観測された。この成果は国
内より米国で評価されハーバード大，スタンフ
ォード大と並んで核磁気共嗚 (NMR)を開発
していたイリノイ大のグトウスキーが藤原を招
く。グトウスキーのもとには核磁気共鳴 (NMR)
を化学に応川しようという研究者が集まっていた。
1955年帰国した藤原を中心に国内に高分解能
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磁石を使っていた。間もなく文部省の補助を得
て 60MHzの装置を開発するが，常に電気通信
大学がNMRについては先導的であった。
1960年代の初頭から始まる NMRの有機化
学への応用についても電通大の助手の荒田洋治，
講師の中川直哉，以前院生として電通大に通っ
ていた消水博らが積極的に貢献し，電通大の助
手から原子力研に移った山ロ一郎の扱う Varian
社の 56MHzの装置は多くの有機化学者の利用
するところとなった。当時の有機化学者で電通
大の名を知らぬ者は殆どいなかったと言われる
くらいであった。 60年代より化学の世界では
本格的な機器分析の時代に入り，その先頭にN
MRが走っていたのである。
電気通信大学で開発した高分解能NMR装置
は日本電子等のメーカーに技術移転し，機器分
析時代の大学の化学の研究者は次第に自分で装
をつくる人に滅り，以後の多くの研究者は予
算は取ってくるが企業の作った装置を購入する
ユーザーになって開発メーカーに比重が移って
いく。
最近の大型科学技術の装置開発では，欧米で
は大学の研究者と大学付属の工場が協力し，日
本の場合は大学の研究者が企業に開発を含めて
発注するという特徴があり日本では企業の維持
費や利潤まで講座費や科研費が負担していると
と言われているが，大学の研究開発能力の発展
だけを考えても，大学付屈工場の充実を含め大
学研究者の装置づくりに，もっと力を注ぎたい
NMRの化学への応用を目指すグループが鉄道 ものである。
技研，東工試（化学研），東大教養，日大， 資
源石炭研，武蔵野通研，高校教師で作られる。
装置は電気通信大学の周波数 27MHzの高分
解能NMRで磁石はイリノイ大から運んだ永久
（次回は星間空間実験装置）
本学元教授中川直哉
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